
ソーシャル

築港道~松川港 1. 0 km 

昭 24 ・ 3 ・ 1 5 開業

中村大町~岩ノ子 4.0 

昭 26 ・ 4 ・ 1

松川港~新地 9.2 

AH 26 ・ 4 ・ 1

相馬~中村大町 0.8 

Ag 36 ・ 7 ・ 1

松川港~松川浦 0.5 

g゚ 37 ・ 5 ・ 1 5

本路線は昭和 37 ・ 10 ・ 1 白中
至
平

線から分離した。

2 営業範閤

相馬 ・ 原釜間および築港道 ・ 松川港聞は.旅客・手小荷物お

よ び貨物の，その他の区聞は旅客および手小荷物の取吸いをし

ている。

3 使命

この地方の産業文化の発展助長を使命としている。

4 特長

沿線は県立公園松川 fJiìにあって， ìfll水浴 ・ 潮干狩り ・ 魚、つり

等の行楽に過し，美しい風光を誇っている。また相馬は野馬追

祭が有名である。 (佐野 実)

ソ ー シ ャル・ツーリズム (兆) social tourism (独) Soz-

ialtourismus ソーシヤノレ ・ ッーリ ズムと いう概念、は， その初

期の段階においては L労働者に対する休暇1 と 同義に用いられ，

労働者が 7 ー リズムに参加 F るこ とから生ずる諸問題を取 り 扱

うものと考えられていた。その後この概念11鉱大され L経済的

に言語 L 、社会階級が行なう低廉な費用のソーリズム1 あるいは，

さらに広く，単一に L低廉な賀用で行なえるツ リズム 1 をさす

もの主解せられており， ソーシヤノレ ・ ツーリズムという 概念が，

その初期の段階において持 っ ていた特殊階級的性協は，既に失

われているといえる。このようなところから ， わが IJ~では，最

近の用語例に従い， 国民休暇旅行あるいは大衆h1di と訳されて

いる。なお，近年青少年の教育上， tlUli上その活要性が認めら

れてきているユース・トラベル (青少年旅行)も. Iぷjをにおいて

は， ソ--;..ノヤノレ ・ ツーリズムの一分野を形成するものといえる。

ソ ゾヤノレ ・ ツ ーリ ズムの終局(l'J な 日的は， 一般のツー リ ズ

ムと同僚，肉体的，精神的なレクリ エー ションにあることはい

うまでもな L 、が，特にソーシヤノレ ・ アーリ ズムにおし、ては，旅

行 させることによって，大衆を知的，精神的に碑もう しようと

する文化的なしし教育的な効果が強調されて し、る 。

また， これを政策(t'Jにみると ， より多く の|司民大衆が休暇を

有効に利用して，精神的，肉体的な精力の同 111:をほかることが

できる ように旅行を奨励するという鋭 ・5、から，社会政策の対象

であると同H

多数の低，額傾!所肝得者をも鋭光!旅iI氏f在約u千わj に参b加H させ るこ と泊が:必要てで、あ る

と L 、づう見地カか、 ら臼は主1 . つの重要な鋭光政策であ iりJ ， さらにlは主勤

労者の精j力] の|問司復によ り.産業の生J)Î';'i堂を向上さ せると\.う立

味においては，生産性向上述動にもつながるものて♂あ る。

ソ ーシ ヤノレ ・ ツ リスムの内容は，低額所得者の旅行に{史冶

を与え る，ìli般の制度を包含しているが，大別すると有給休暇; 1;1]

J主の拡充， 旅行資金手当;1;111主の充実および低肢にして快適な旅

行高受入れ施設のf整備の三つに分げることができる。これらの

内谷は， 有給休暇法の救出HP1;充，休暇手当制度や旅行金itll;I;IJll! 

の設定， 有給休暇旅行者に対する交通~~ ・ 宿泊貨淳の訓引指IJJ.ít

や， 国民休眠村等の!剤使な旅行者受入れ施ぷの税制1i ~tにより具

体化されているが，最近では， これらを相互に有機的に結ひ'つ

ける ;1;11& の発達が著しく，個々の制度の効果を，よりいっそう

大きくしてい る。

ソーシヤノレ ・ ッーリズムは， 資本 ;t~1生産力の即1大に伴う 労働

者階級の村会的， 統済的J也位の向上と ， 福 rJI 国家理念の成長に

ささ えられ， 1930 年代以降の欧州諸国，特に北欧諸国において

著しい発達を遂げてきたものであるが， 今日では欧州のみなら

ず， 北米 ・ ïYJ米 ・ 涙州・アフリカなと 111 界で約 40 の国がなんら

かの形でソ ンヤノレ ・ y ーリズムを行なうに至 っ ている。-方，

わが国には本来的なソーンヤ ノレ ・ ツーリズムに凶するものとし

ては， 車 ユース ・ ホステノレを利用する青少年旅行，あるいは悶

民休暇村や会社 ・ 団体等の保護胞設を利用する家放休暇旅行等

が， これらの利用胞a没の位。mに伴， "近年急速な発達をみせて

いる。このほか，わがl叫におけるソ Y ヤノレ ・ 7 ーリズムに類

するものとして，しいてあげると決 ・ 漁閑lPIにおける湯治旅行

や講中の社寺参け L 、旅行， さらには近年とみに磁んにな って き

た修学旅行等の特殊な形態のものが存在してしる。

また勤労者階級の休暇旅行の山発点となる有給休暇;t;IJJ変も ，

1947 年の労働基準法;1;1]定によ り法制度的には一応整備をみた。

しかし，わが凶におけるソ ー γ ヤノレ ・ ツーリズムは，休暇や観

光旅行を児繍観するわが国民の伝統的な考え方等により ， --i'ffl 

の大会社等を除して述絞して有給休暇を取ることは必ずしも容

易ではなく ， また|同 11';所得水却が必ずしも肖くないことなどか

ら，既に述べた欧米諸凶で著 しく発展をみたソーシヤノレ・/'­

リ ズムのための諸制度 ( .旅行 金時 ・ *積立旅行 ・ 信用旅行士事

の旅行金融市IIJ.ítや低廉かつ快適な休暇旅行施設)がほとんど未

整備のままに放置されているこ となどにより， 今 日欧米諸凶に

みられる本絡がJなソーンヤノレ・ Y ーリズムとしては，社会現象

としても，また国の政策としても現われる ま でに至ってしない

状況である。(望月鋲雄)

そくどしょうさき 速度照査器 A. T, c. n[_j::装慌の・

部として列車速度を検 111するもので，“1 科i主l止との突合せに よ

りプレ ーキ指令を1制御するほか . iliJ.互に応じた ブレ ーキ;)の調

整その他の目的にも使用される。 j車!笠!照1iには

川 列車速度が，ある定められた速度より尚し 、カ ‘低いかのみ

を検出する。

(2) 速度範聞を幾つかの段階にl丘 切り， そのどの段階に列車

速度があるかを検出する。

の三つの方法があ る。

速度!IW(i~詩は， 一般に速度充電機の I U ))に より駆動されるが，

速度発電機の発生電lトーを法準 とする方法と，発生阿波数を1M悼

とす るブ'iil‘の 2 佑類がある。しかし発生定日は*刺1凶軸数のほ

か. JIHI 状態，劣化などにより変動fる安楽が多いので，精度

を上げるために先生周波数を以準 と するのが出泊である。また

速度発電機に 11. 永久磁石式のように，伴 '1('1" の HJ 力 点: 0 のも

のと ， 交流励娠形のよう に，伴W"I .'でもあ る 1 1 \)) を生ずるもの

とがあるが， 前者 11院rr~なとの』攻防と w'I': とのl正別が凶難なた

め，特にフ ェー ノレ ・セー 7 を確実にするために後者の方式を行

なうか，前者の方式に断線検知機能を付加する場合が多い。

このような速度に応じて変化する入力周波数は，飽和l変圧6.>

を通して ー定パノレスにしたのち披流するか， またはトラ γ ジス

タを使用した変換Iw路などにより川波数に比例したl底流電圧に

変換されて ， Jj lj に与えられた法準従圧との比較を行なう。この

比較1"1路にはト ランジス タ式， 緩うi\!首幅式などがある。基準電

圧を， ，ì/f容速度に相当した電圧とすれば，この比較結果はブレ

ーキ指令の制御条件と一致することにな り ，ま た広準電圧を!開
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